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冨士見中学校・西陵中学校統合準備委員会 

 

 

昨年１１月に発足いたしました統合準備委員会では、２０２０年４月に西陵中学校が冨士見中学

校に統合することに向けた取り組みを「統合準備委員会だより」を通して、保護者や地域の皆様に

お知らせいたします。今後も、統合準備委員会では、統合に向けて、生徒達のより良い教育環境を

整えていくことを目指して、教育内容の充実、通学路の安全確保、統合前の交流活動の推進、ＰＴ

Ａ活動の見直し等について協議してまいります。 

 

  

次年度の交流事業については左記のよ

うな活動を予定しております。特に２年生

では、６月に東京方面への校外学習に両校

の生徒で参加できるように計画していま

す。また、１１月には職場体験学習*も計

画しています。 

冨士見中で開催される運動会や文化祭

では、西陵中のみなさんに見学・参加して

頂ける企画も考えて、統合後の見通しがも

てる機会にしたいと思います。また、１月

には、西陵中の保護者の皆様、生徒のみな

さんに向けた説明会を開催し、不安や心配

のないようにしていきたいと思います。 

 

 

※職場体験学習 

毎年キャリア教育の一環として、２年生では職場体験学習を実施しております。内容としては、生徒

が希望する事業所に２日間出向き、社会体験をするものです。今年度冨士見中学校では１１月２１日（水）

２２日（木）に、４１事業所で体験学習が行われました。来年度は、西陵中学校と共通して開催し、両

校の生徒の交流の機会となるよう取り組みたいと思います。 

 

 

 

 

西陵中学校では、統合に向けて、学習過程や学校生活のルールについて、冨士見中学校との共通

化について取り組んでいます。また、新学習指導要領の全面実施に向けて準備を進めているところ

です。 

次年度は、全ての教科で、冨士見中学校と共通の教材を使用する予定です。授業で遣う教材や備

品などは先月に一斉点検を行い、充足しているかどうか確認作業を行いました。また、２年生の校

外学習や職場体験学習を冨士見中学校との交流学習の場として捉えて計画しています。さらに、冨

士見中学校の学校行事や生徒会活動を見学できるように機会も計画しています。 

学校生活については、すでに、制服やジャージ、バッグ等で冨士見中学校と同じ物を使用してい

ますが、細かな学校のルールについても職員で理解し、生徒に周知する機会を設けています。 

 

 

 

５月 冨士見中学校運動会 

６月 ２年生校外学習（東京方面日帰り） 

１０月 冨士見中学校文化祭・合唱コンクール 

１１月 職場体験学習（２日間） 

 １月 統合説明会 

次年度の交流事業の予定 

西陵中学校での取り組み 



 

 

 

冨士見中学校では、２０２０年の統合に合わせて校舎内の全面改

装工事を行います。２０１９年度の１０月（予定）に着工し、２０

２０年の１０月末を完成予定として、老朽化した校舎内の天井、床

面や教室の廊下側壁面等を改装いたします。これに合わせて、照明

を全てＬＥＤ化し、エアコンも設置される予定です。昨年度に改修

を終えた体育館に続き、更に学習環境が整備されていきます。その

工事に向けて、教室の移動計画や、備品の片付けに今取り組んでい

るところです。 

 

 

 

 

 

第６回 統合準備委員会（平成３０年１１月２６日（月）於：冨士見中学校） 

 ①学校備品（教科備品・共通備品）の取り扱いについて 

   ・教科備品に関して、統合後に必要となる備品について無駄の無いように準備ができるよ

う、両校の所有する備品を教科主任が現地に出向いて確認を行う。 

（平成３１年２月１４日） 

 ②統合時の学級編制についての確認 

  ・２年生から３年生に進級時は学級編制をしないため、統合時に西陵中学校生徒は基本的

に各学級（４学級）に別れて入級する。（統合準備委員会だより第１号の内容でお知らせ

済み） 

 

 

第７回 統合準備委員会（平成３１年１月２２日（月）於：冨士見中学校） 

 ①保健体育科の水泳授業の合同実施について 

  ・１、２年生は必修科目となるため西陵中の生徒は冨士見中のプールを利用し履修する。

移動にはタクシーを利用する。（予算は確保済み）    

 ②統合準備委員会だよりの発刊について 

   ・第３号を３月末に発刊予定。次年度の交流事業等を掲載することを確認した。 

 

 

拡大統合準備委員会（平成３１年２月１４日（木）於：西陵中学校） 

 ①学校備品（教科備品・共通備品）について 

  ・西陵中の職員と冨士見中の職員で、所有する備品のリストをお互い用意し、実際に備品

を目視しながら確認を行い、今後の学習活動に備えた。 

 

前回掲載した以降の統合準備委員会の協議内容〈抜粋〉 

冨士見中学校での取り組み 


